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命の源である山や海の破壊は歴史の犯罪である 

させ 
四
・二
五 

辺
野
古
海
上
大
行
動 

 

四
月
二
五
日
、
名
護
市
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
た
め
沖
縄
防
衛

局
が
埋
め
立
て
工
事
に
着
手
し
て
か
ら
八
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
八

年
間
で
大
浦
湾
の
姿
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
高
さ
七
〇

Ｍ
も
あ
る
地
盤
改
良
船
が
六
隻
居
座
り
、
千
本
も
の
砂
杭
を
海
底
に
打

ち
込
ん
で
い
ま
す
。 

ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会
・
海
上
行
動
チ
ー
ム
は
、
四
月
二
五
日
に
海

上
大
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
海
底
に
敷
き
砂
を
ま
く
ト
レ
ミ
ー
船
と
地

盤
改
良
船
が
真
向
か
い
に
見
え
る
Ｂ
二
八
付
近
の
フ
ロ
ー
ト
前
に
、
カ
ヌ

ー
三
十
艇
と
小
型
船
六
隻
に
分
か
れ
た
市
民
が
集
ま
り
、
海
か
ら
抗
議

の
声
を
上
げ
ま
し
た
。 

ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会
の
仲
村
善
幸
共
同
代
表
が
「
静
か
な
海
に
異

様
な
光
景
は
全
く
似
合
わ
な
い
」
、
「
沖
縄
県
民
、
名
護
市
民
が
反
対
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
無
視
し
て
強
行
す
る
日
本
政
府
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
主
催
者
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
オ
ー
ル
沖
縄
の
稲
嶺
進
共
同
代
表
は
、
「
こ
の
工
事
を
黙
っ
て

見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
無
謀
な
工
事
を
止
め
よ
う
で
は
な

い
か
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
か
ら
は
「
バ
イ
ブ
ロ
ハ
ン
マ
ー
が
動
き
出
す
と
、
も
の
す

ご
い
振
動
と
騒
音
で
海
の
生
物
は
死
ん
で
し
ま
う
も
の
も
い
る
で
し
ょ

う
」
、
「
戦
争
に
つ
な
が
る
も
の
を
拒
否
し
ま
す
、
基
地
建
設
を
拒
否
し

ま
す
」
、
「
沖
縄
の
痛
み
は
国
民
の
痛
み
で
す
」
、
「絶
対
に
こ
の
基
地
を
造

ら
せ
て
は
い
け
な
い
」等
々
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
市
民
が
マ
イ
ク
を
握
っ
て
訴
え
て
い
る
間
も
、
大
浦
湾
を
警

備
す
る
セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
保
障
の
船
か
ら
、
根
拠
の
な
い
臨
時
制
限
区

域
か
ら
出
て
い
く
よ
う
市
民
の
声
を
押
し
つ
ぶ
す
よ
う
な
大
音
響
を
流

し
続
け
ま
し
た
が
、
市
民
は
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
強
く
新
基
地
建
設

反
対
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
、
大
浦
湾
で
の
工
事
作
業
は
ほ
と
ん

ど
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。       

（
海
上
行
動
チ
ー
ム 

神
山 

寛
） 

 

「辺野古問題は日本国民の問題」定年後沖縄に移住し闘いに参加 

相方と沖縄に移住して９か月。  

移住の理由を兵庫でも沖縄でもよく聞

かれました。選挙支援に７回来沖しました

が、数日で沖縄を去ります。その度に、理

不尽な日米両政府に対し、身を挺してた

たかっている皆さんに背を向けて帰って

いくような思いに駆られてきました。 

定年後の人生をどうするか。私たちに

は「理不尽なことに怒りを持ち続ける」、

「たたかう人と連帯する」という考えが基本

にありました。そして、23年 12月の沖縄県

知事の権限を奪う代執行で移住を決断し

 

参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、
沖
縄
の
平
和
と
憲
法

守
る
た
め
に
活
動
し
て
き
た
オ
ー
ル
沖
縄
の
高
良

鉄
美
参
議
院
議
員
の
議
席
を
、
沖
縄
大
学
人
文
学

部
教
授
髙
良
沙
哉
（
さ
ち
か
）
さ
ん
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
ゆ
ん
た
く
会
が
、
四
月
二
九
日
（
火
）
に
那
覇
市

の
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。  

 

始
め
に
、
高
良
鉄
美
議
員
が
国
政
報
告
、
①
基

本
的
人
権 

世
界
初
の
「
基
本
的
」
人
権 

自
由
・

平
等
・
生
存
（
女
性
・Ⅼ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
・
沖
縄
復
帰

等
）
、
②
平
和 

日
本
社
会
全
体
構
造 

国
際
社

会
で
の
地
位
（ミ
サ
イ
ル
配
備
・台
湾
有
事
等
）
、
③

主
権 

国
内
的
国
民
主
権 

国
際
的
主
権
国
家

（
四
・
二
八 

沖
縄
復
帰
五
〇
年
決
議
等
）
、
④
自

治 

地
方
自
治 

自
己
決
定
権
（
辺
野
古
訴
訟
・
代

執
行
等
）
の
四
つ
の
視
点
で
行
っ
て
き
た
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

続
い
て
、
沖
縄
大
学
人
文
学
部
教
授
の
髙
良
沙

哉
さ
ん
は
、
「生
き
る
」を
政
治
の
真
ん
中
に
、 

①
日
々
の
く
ら
し
を
安
心
し
て
生
き
る
生
存
権
、

②
多
様
性
を
認
め
差
別
の
な
い
社
会
に
生
き
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
、
③
基
地
被
害
の
な
い
沖
縄
で
平
和

に
生
き
る
（
騒
音
や
水
の
問
題
）
の
三
つ
の
視
点
で

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
那
覇
軍
港
の
浦
添
市
へ
の
移

転
の
問
題
や
、
公
約
は
出
来
る
だ
け
具
体
的
に
話

す
こ
と
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

1議席の参議院選沖縄選挙区 

オール沖縄の「タカラ鉄美」さんから「タカラさちか」さんへ 

ました。理不尽、ここに極まれりというもので

す。  

今は、辺野古浜テントの担当と、安和桟

橋の早朝の抗議活動に各週１回参加する

とともに、こうした活動を直接・間接に支え

ている団体のサポートをしています。 

浜テントの来訪者に向けたパネルの作

成を通じて、「沖縄戦の実相」、「米軍基地

による被害の甚大さ」、「辺野古基地建設

を強行する理不尽さ」などを初歩的にでも

深めることができ、とりわけ、「沖縄戦の実

相」に関しては、「日本軍は住民を守らな

い」だけにとどまらない、「戦場行政、住民

守らず」という視点を得ました。 

 平日の早朝、安和桟橋沿いの幹線道

路を大型バスで通る修学旅行の中高生

に少しでも関心を持って欲しいと、バスに

向かって「ジュゴンを守ろう 土砂投入・

基地建設ＮＯ」のプラスターを掲げ続け

ています。 

今、「沖縄からの発信力」をどう高める

か、「Ⅹ」と月２回の通信に格闘していま

す。本土のみなさん、沖縄はみなさんの

支援を待っています。   （ ） 

 

 

 

最

後

に

元
参
議
院

議
員
の
糸

数
恵
子
さ

ん
を
入
れ

て
写
真
撮

影
を
し
て

終
わ
り
ま

し
た
。 

（裏
面
あ
り
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４月の４６２号で紹介した 

爪楊枝７１０００本埋め立て模型 

下はその作業風景 




